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雑

報 I~

法

経

曾

詑

事

本
論
議
第
七
特
設
行
以
後
今
日
に
去
る
ま
で
に
、
本
合
は
七
回
の
例

舎
を
闘
い
て
ゆ
自
民
の
研
究
報
告
を
行
っ
た
。
即
ち
左
の
如
く
で
あ
る
。

昭

和

十

四

年

第
八
十
七
回
、
三
月
二
十
三
日
、
矢
島
武
「
満
洲
移
民
に
就
て
」

第
八
十
八
回
、
五
月
十
六
日
、
怒
阿
武
雄
「
土
地
銀
涛
拍
車
綾
論
」

第
八
十
九
回
、
九
月
三
十
日
、
曾
我
孝
之
「
輿
盟
教
育
に
就
い
て
」

第
九
十
回
、
十
月
十
四
日
、
南
餓
出
獄
「
鮫
古
河
由
時
初
期
の
農
業
臨
時
生
史
」

第
九
十
一
回
、
十
二
月
二
十
日
、
荒
又
操
「
俊
村
産
業
組
合
貿
践
の
融
政

展
」

昭

和

十

五

年

第
九
十
二
回
、
一
月
二
十
七
日
、
渡
遜
侃
「
経
答
規
模
と
安
定
性
」

第
九
十
一
一
二
閥
、
二
月
二
十
四
日
、
高
倉
新
一
郎
「
朝
鮮
の
印
象
」

猶
合
別
の
一
部
改
正
に
伴
ひ
前
合
員
早
川
、
今
岡
、
池
問
、
工
藤
の

四
氏
の
他
に
附
材
、
奥
問
、
若
木
の
一
ユ
氏
が
新
に
品
目
H
H
と
な
ら
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
合
員
総
数
は
二
十
二
名
と
な
り
本
合
後
民
の
碁
礎
は
盆

キ
強
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
拍
仰
に
喜
ば
し
い
事
で
あ
る
。

(
一
一
一
月
十
一
日
〉

雑

報

寄

贈

書

目

録

法

符

時

報

ハ

Hn
列

〉

日

本

評

論

枇

主

計

合

報

品

同

海

家

省

主

計

合

同

志

枇

論

議

開

志

一

枇

法

血

中

合

研

究

論

集

高

岡

高

等

荷

業

第

校

研

究

合

図

民

精

純

文

化

(

月

苅

〉

鴎

民

紛

糾

文

化

研

究

所

零

門

小

〉

賓

物

偵

満

洲

図

綾

済

部

商

務

司

卸

賢

ハ

批

融

政

)

物

償

問

関

西

大

事

々

報

開

回

大

事

キ

報

局

闘
M

聞

大

態

研

究

論

集

陶

磁

大

事

帽

宇

品

関

経

済

集

志

日

本

大

阜

商

経

皐

部

商

経

研

究

bn

氏

周

惇

承

〈

月

河

)

民

関

係

承

の

合

早

稲

田

商

翠

早

稲

田

商

血

中

間

孜

合

北

海

道

経

済

奥

研

究

北

海

道

経

済

史

研

究

所

日

浦

経

済

論

壇

日

満

総

務

関

査

局

灘

沼

怒

涛

奥

記

要

関

西

泉

院

大

率

経

済

史

研

究

室

大

倉

接

合

誌

大

倉

高

等

高

業

製

佼

腕

究

室

法

泉

研

究

〈

東

京

商

科

大

泉

研

究

年

報

〉

東

京

商

科

大

泉

経

済

事

研

究

立

教

大

泉

緩

済

拳

部

研

究

室

史

率

研

究

炭

烏

史

患

研

究

合

日

本

商

業

経

済

講

演

集

日

本

商

経

研

究

所

明

治

祭

院

高

商

論

議

明

治

皐

院

高

荷

車

中

合

間

際

線

済

研

図

際

経

済

研

究

所

究

一一一一一一一一



者t

報

柏関同大

槻

五

男

験
後
の
農
業
総
管
問
題

農
業
に
於
け
る
生
産
要
議
と
資
本
紙
念

混
戦
時
下
の
食
積
問
題

小
作
料
の
動
向

我
闘
に
於
け
る
代
用
品
及
駿
口
川
利
用
の
混

放
と
共
助
府
泉

ツ
融
制
邦
工
鍛
業
の
現
勢

支
那
事
漢
と
本
邦
総
務
事
情

蘇
領
亜
細
還
の
兵
鋪
並
経
済
地
浬

験
時
農
村
一
位
合
事
業
の
役
割
と
動
向

詰有

賢

陸
軍
如
脱
却
感
校
研
究
部

附京池同府関

属都同
開情円

殺義
館主延長

岡
大
感
一
箆
叩
明
和
十
四
年
度

法
経
曾
論
議
第
士
輯
目
次

我

凶
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級

済
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在
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阿
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の
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研
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に
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商

品

作
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島
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土

人

政

策

伊

藤

俊

夫

小
感
生
を
通
じ
て
行
っ
た
石
狩
文
腿
管
内
良
家
州
政
策
調
査
高

倉

新

一

郎

明
治
維
新
前
に
が
、
け
る
北
海
道
耕
輔
側
現
象
溌
同
時
の
年
代
的
考
察

南

餓

滋

川

村

琢

松

岡

武

雄

波

遜

侃

〈
一
部
議
凶
四
扮
銭
残
部
館
少
)

ナ
ナ
エ
の
農
業
制
民
諭

消
費
に
闘
す
る
方
法
論
的
一
考
察

蜘
線
築
現
論
血
阻
害

=一一一四

編

輯

後

記

何
よ
り
も
先
づ
本
合
名
饗
令
員
男
爵
佐
藤
昌
介
先
生
の
御
苑
去
に
到

し
深
後
な
る
友
悼
を
捧
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
先
生
が
我
岡
俊
阻
申
界
の
開
拓

者
と
し
て
、
農
業
経
済
車
中
界
農
業
史
感
界
に
油
関
さ
れ
た
御
坊
綴
の
偉
大

君
、
更
に
北
海
道
帝
岡
大
事
の
育
て
の
親
と
し
て
、
北
海
遊
拓
殖
の
指

導
者
と
し
て
遺
さ
れ
た
御
足
跡
の
大
さ
に
就
い
て
は
、
今
夏
此
虎
に
多

援
を
弄
す
る
必
市
首
が
な
い
。
喰
先
生
に
最
も
闘
係
の
深
か
っ
た
北
大
農

業
経
済
単
品
紙
袋
を
中
心
と
し
て
特
に
先
生
の
御
訓
陶
を
辱
ふ
し
、
先
生

の
後
鹿
を
奔
す
る
合
員
一
同
の
哀
惜
た
る
や
極
り
な
い
。
先
生
港
去
せ

ら
る
ふ
の
日
昭
和
十
周
年
六
月
五
日
、
享
年
八
十
有
二
歳
。
静
か
に
御

生
前
の
遺
訓
酬
を
遺
憾
し
、
庖
勉
努
力
益
々
感
界
褒
展
の
た
め
魯
鈍
を
設

さ
ん
事
を
番
ふ
次
第
で
あ
る
。

昨
夏
日
本
枇
合
事
舎
の
大
合
が
枇
織
で
行
は
れ
、
合
員
の
多
く
が
之

に
参
加
報
告
し
、
昨
秋
又
枇
合
政
策
時
報
北
海
道
農
業
帥
付
加
特
に
合
員
の

大
部
分
が
織
っ
て
執
祭
し
た
の
で
、
共
後
を
享
け
た
本
誌
の
原
稿
の
相
場

り
を
懸
念
し
た
が
、
是
亦
頗
る
好
成
績
で
、
又
も
合
員
殆
ん
ど
揃
っ
て

此
大
論
集
を
怠
る
事
が
出
来
た
事
は
心
か
ら
続
編
に
耐
へ
な
い
。
職
時

下
の
物
養
不
足
は
政
方
面
に
も
痛
切
に
影
響
し
て
、
印
刷
の
上
に
も
幾

多
の
難
腕
が
猿
恕
さ
れ
た
が
、
幸
に
表
紙
に
選
擦
の
自
由
を
快
い
た
の

み
で
此
大
吸
を
河
行
す
る
事
が
出
来
た
事
は
編
纂
に
食
っ
た
も
の
を
ど

れ
だ
け
融
市
に
し
て
〈
れ
た
か
解
ら
な
い
。

東
亜
新
秩
序
怨
設
の
大
業
漸
〈
そ
の
絡
に
就
か
ん
と
し
、
隣
家
の
総

力
を
察
げ
て
、
未
曾
有
の
大
理
想
の
食
現
に
遜
抽
出
せ
ん
と
す
る
秋
脊
々

夢
徒
の
依
命
は
径
キ
怠
且
つ
大
な
る
を
白
血
話
す
る
。
本
誌
創
苅
以
来
既

に
八
年
其
関
取
扱
は
れ
た
問
題
は
貨
に
多
岐
に
瓦
り
そ
れ
ん
1
1
の
方
商

に
築
界
前
畿
の
役
割
を
呆
し
て
来
た
と
信
ず
る
。
然
し
、
失
斡
に
於
て

は
廷
に
大
き
な
融
政
展
を
蹴
っ
て
止
ま
な
い
。


